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令和 8 年 １月 8 日   

（２０２６年）           

保 護 者 の 皆 様 

吹田市立山田中学校   

校 長  丹 羽  佳 与   

 

 

令和 7年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

 

 

 本年度、４月に３年生を対象として「令和 7年度全国学力・学習状況調査」を実施し、8月に個人ごとの結果をお返ししま

した。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、今年度は、国語・数学・理科に限られ、測定されたものは学

力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題を明ら

かにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えています。 

 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、学校全体として課題に応じた学力

向上につながる具体的な指導方法の工夫改善を図ってまいります。 

各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の参考にしていただきますようお願い申しあげま

す。 

 

 

 

    令和 5 年度より、分析結果の公表につきましては、「さくら連絡網」に内容を送信するとともに、ホ

ームページにも同一のものを掲載する形に変更しております。 
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１．教科に関する調査結果の分析 

【 国 語 】 

《概要》 

すべての領域で、平均正答率が全国値を上回っている。しかし、全国値を上回っているものの、記述式の解答は

正答率が低い傾向にあった。今年度は思考力・判断力・表現力を問われる問題が多かった。その中でも特に、自

分の考えをまとめることや、分かりやすく説明をするために表現を工夫し伝えることができる、の部分に課題がみ

られた。問題後半部分の無解答率が高かった。 

 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

言葉の特徴や使い方に関する事項 

・全国値を上回っている。「文脈に即して漢字を正しく使うこと」は、正答率は低いが全国値を上回っている。「事

象や行為を表す語彙について理解している」は、全国値を大きく上回っている。 

話すこと・聞くこと 

・全国値を上回っている。「資料や機器を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わるように表現を工夫することが

できる」は、全国値は上回っているが、正答率が低い。 

書くこと 

・全国値を上回っているかほぼ同じ結果。選択式で正答率は高いが、記述式で正答率が低い。特に「自分の考え

が伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができる」は全国値を上回っているが、正答率が低い。 

読むこと 

・全国値とほぼ同じ結果。「表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる」や「文章全体と部分との

関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができる」は正答率が高い。しかし「文章の構成や

展開について、根拠を明確にして考えることができる」の正答率が低い。 

 

《国語科における成果と今後の改善点について》 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的な結果として全国・大阪府をやや上回っており、生徒の日常の学習成果と努力を確認するこ

とができる。一方で、記述式の解答に課題がみられた。「自分の考えをまとめる・伝える・表現する」

ことや、「根拠を明確に」するといった力を伸ばすことを大切にし、定着するよう努めていく。また、

問題の後半部分の無回答率が高い結果について、生徒質問紙の「解答時間は十分でしたか」において

約３割弱の生徒が「やや足りなかった」「足りなかった」と回答している。このことから、多くの情報

から必要な情報を読みとり要約する速さが足りなかったのか、記述式の解答でまとめきれなかったの

か、今後考察する必要がある。 
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今回の調査結果から、全ての領域・各問題において、平均正答率が全国値を上回った。これは習熟

度別指導を含む少人数指導を行うことで、きめ細かな指導の成果がみられ、個々の学習の成果が現れ

ている。生徒質問紙の回答で、「数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できています

か」「数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく行っていますか」の項目で、

全国値を大きく上回っている。一方で、記述式の解答で無解答率が高いことが課題である。今後も少

人数指導の特性をいかし、課題に対し自らの考えを数学的な表現を用いて説明するなど、言語化する

場面設定の機会を増やしていく必要がある。 

【 数 学 】 

《概要》 

「数と式」「図形」「関数」「データ活用」全ての領域で、平均正答率が全国値を大きく上回った。また、評価の観

点についても、「知識・技能」「思考・判断・表現」ともに全国値を大きく上回っている。しかし、「思考・判断・表現」の

観点において、記述式の解答は他の問題に比べて無解答率が高いという課題がみられた。 

 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

数と式 

・全ての問いにおいて全国値を大きく上回っている。しかし、「式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数

学的な表現を用いて説明することができる」「目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄

が成り立つ理由を説明することができる」では、正答率が全国値を大きく上回っているが、無解答率も高くなっ

ていることが課題である。 

図形 

・全国値を大きく上回っている。「多角形の外角の意味を理解している」「証明を振り返り、証明された事柄を基に

して、新たに分かる辺や角についての関係を見いだすことができる」「統合的・発展的に考え、条件を変えた場

合について、証明を評価・改善することができる」では、全国値を大きく上回っている。「ある事柄が成り立つこと

を構想に基づいて証明することができる」では、正答率が全国値を上回っているが、無解答率も高くなっている

ことが課題である。 

関数 

・全国値を大きく上回っている。「一次関数について、変化の割合を基に、ｘの増加量に対するｙの増加量を求める

ことができる」「事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができる」では、全国値と比べ正答率が

高い。一方で「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができる」では、記述式の解

答で無解答率が高くなっていることが課題である。 

データの活用 

・全国値を大きく上回っている。「相対度数の意味を理解している」「必ず起こる事柄の確率について理解してい

る」「不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる」

いずれの項目においても全国値を大きく上回っている。 

 

《数学科における成果と今後の改善点について》 
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【 理 科 】 

  分析できず（別紙参照） 

 

 

２．生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

・基本的生活習慣は全国値とほぼ同じか上回っている。 

・自分自身に関する項目では、「学校に行くのは楽しい」は全国値を上回っているが、「先生は、あなたのよいところを認

めてくれている」「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」「人の役に立つ人間にな

りたい」「自分と違う意見について考えるのは楽しい」「友達関係に満足している」「普段の生活の中で、幸せな気持ち

になる」は全国値とほぼ変わらない。「自分には、よいところがある」「将来の夢や目標をもっている」「人が困っていると

きは、進んで助けている」「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」は全国値を下回っている。 

・学校の授業時間以外の学習状況は、平日２時間以上が最も多く、全国値より大きく上回っている。休日では、１時間以

上が最も多く、家庭学習に取り組む習慣は全国値を大きく上回っている。 

・「読書が好き」については全国値とほぼ変わらない。 

  ・ICT 機器を活用した学習状況では、文章の作成や情報収集、情報の整理やプレゼンテーションの作成等全国値とほぼ

変わらない。 

 

 

３．今後の取り組み 

  今年度本校では、「非認知能力の育成」をテーマに、取り組みを進めています。生徒質問紙より「学校に行くのは楽しい」

と思えているが、自分自身に関するところで自信がもてなかったり、不安を抱えている生徒がいます。さらに、人との関わり方

にも不安を感じている部分がみられました。「非認知能力」には、目標に向けて粘り強く取り組む姿勢や、諦めず工夫するこ

と、仲間と協力し合うこと等と言われています。日々の授業において、自分の考えをまとめ（言語化し）人に伝える（表現す

る）、人にわかりやすく伝えるにはどのように工夫すればいいのか、また、仲間との話し合いの中で、より良い方向性を見い

だす（解決にむかう）等の取り組みをさらに進めてまいります。自分に自信をもつ、他者を受け入れる、協力する、失敗しても

次につなげる、そうした取り組みが生徒の自尊感情や自己有用感の充実につながると考えます。 

  基本的な生活習慣の確立は引き続きご家庭で取り組みを進めていただき、学校生活との両輪の元、子どもの成長につ

なげていきたいと考えております。ご理解ご協力をよろしくお願いします。 
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別 紙  

 

令和８年１月８日  

                                     （２０２６年）  

３年生保護者の皆様へ 

吹 田 市 教 育 委 員 会  

吹田市立山田中学校  

校長   丹羽  佳与  

 

 

令和７年度 全国学力・学習状況調査 理科の調査結果分析の公表について 

 

 

平素は、吹田市並びに本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、４月に行われた文部科学省「全国学力・学習状況調査」の教科に関する調査 理科（一人一台端末を用い

たオンラインによる回答方式：CBT）及び生徒質問調査におきまして、本市のネットワークに接続できない障害

が発生した影響で、日時を変更し実施いたしました。この影響により、理科については学校全体の調査結果が分

析されず、公表は行われません。理由としましては、文部科学省として全国すべての小中学校の結果を一括して

収集・分析する仕組みとなっており、一定期間後の実施となった場合、そのデータを全体の集計に含めることが

できないためです。そのため、学校全体の調査結果の公表は、教科に関する調査 国語、数学、生徒質問調査を対

象として行います。 

なお、文部科学省から生徒一人ひとりに提供される「個人票」（教科に関する調査 国語、数学、理科）につき

ましては影響なく、通常通り作成されており、すでに対象となる生徒に返却しておりますのでご確認ください。

保護者の皆様にはご心配をおかけいたしますが、こうした事情をご理解いただき、引き続きご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

 

 


